
日本共産党名古屋市議団は12月16日、名古屋市に

年末年始援護事業についての要請を行いました。

今年はコロナで特別体制。まずは臨時相談へ
今年で第44回を迎える年末年始援護対策は、コロ

ナへの対策から昨年のような6人部屋の船見亮は利用

せず民間の簡易宿所の借り上げで実施します。各区

役所での臨時相談や29日の臨時電話で対応します。

民間簡易宿所も用意（定員100人）
今年はコロナで非正規労働者の解雇などが相次ぎ格

差と貧困が拡大しています。人権擁護の立場で誰一

人取り残さない支援が行政に求められています。
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2020年度の年末年始援護対策

・住居がない、所持金がないなど、越年手段のない方に宿泊
場所と食事等の提供を行います。

・今年はコロナのため例年のような無料宿泊所の開設をやめ、
緊急宿泊援護事業を民間の簡易宿所に委託します。

・1月4日まで中村区の全室個室の民間簡易宿所で定員100名

【年末臨時相談の実施】

◇窓口

・場所 各区社会福祉事務所（各区役所・支所）

・期間 2020年12月21日(月)、22日(火)、23日(水)、

25日(金)、28日(月)の5日間

・時間 午前9時～12時 午後1時～3時

◇電話相談

・12月29日（火）のみ 午前9時～午後2時

・☎ ０５２－９７２－６００５

過去の推移（人・％）

年度 2014 2015 2016 2017 2018 2019

中村区臨時相談所の相談者数 102 88 34 29 - -

各区年末臨時相談の相談者数 37 40 36 31 40 50

無料宿泊所宿泊者数 89 78 64 55 43 50

うちホームレスの割合（％） 86.2 70.3 72.6 75.5 83.4 70.0

援護が必要な全ての人に安心した年末年始を
日本共産党名古屋市議団が充実を申し入れ（12月16日）

市民の健康と暮らしを守る日々の取り組み、さらに新型

コロナウイルス感染拡大という、かつてない事態に昼夜分

かたずご奮闘されていることに、心から敬意を表します。

今年で、第44回を迎える、名古屋市年末年始援護対策は、

新型コロナウイルス感染症の発生により、例年の方法での

実施が難しい中で取り組まれるとお聞きしています。

新型コロナウイルス感染拡大は、市民生活に多大な影響

を及ぼしており、特に失業や収入減少によって新たに生活

困窮となる方、住まいを失う、または失う可能性のある方

が増えることが懸念されます。

初めて生活困窮となる、住宅喪失する方の中には、年齢が

比較的若い方や非正規労働者の多くを占める女性も含まれ

ると考えます。今、経済的理由で自死する女性が増えてお

り、抱える問題の深刻さがうかがえます。厚生労働省の委

託団体（厚生労働大臣指定法人 いのち支える自殺対策推進

センター）の調査では、経済的支援等により自死を抑制で

きると分析されていることから、行政とのかかわりが薄い

世代への困窮者支援対策が緊急に求められています。

名古屋市の年末年始援護や困窮者支援のこれまでの枠を

超えた対策で、生活困窮者やホームレスが社会から取り残

され、命が危険にさらされることがないよう、十分配慮し

た対応が必要です。

名古屋市においては、年末年始援護対策を今後も継続す

るとともに、困窮者支援の拡充を求め、下記の諸点を申し

入れます。

記

1.感染拡大により、ホームレスや貧困状態の方が新たに増

えることを想定し、年末年始の閉庁期間中も相談窓口を

開設すること。巡回相談も強化し迅速な対応に努めるこ

と

2.ホームレスや不安定就労者が行政支援や情報から漏れる

ことがないよう、支援団体や医療機関等との連携・協力

を進めること

3.女性が経済的困窮、感染不安や行動自粛等によるストレ

ス、虐待、ＤＶからホームレスに至る可能性の高さが指

摘されており女性相談員を配置して対応を強化すること

4.支援団体と連携して生活困窮者への食糧支援を行うこと

5.感染防止の観点から、ホームレスに対してマスクや消毒

液等の必要な配布を行うとともに、名古屋市が保有する

保護施設及び無料低額宿泊所の個室化をすすめること

困窮者支援も含め年末年始援護対策に関する申し入れ


